


市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
の

排
出
量
が
増
加
傾
向
に

　　

登
米
市
民
一
人
当
た
り
が
１
日
に
排

出
す
る
ご
み
の
量
は
、平
成
29
年
度
が

平
均
で
８
２
７
㌘
だ
っ
た
の
に
対
し
、

令
和
４
年
度
に
は
８
９
９
㌘
と
増
加
。

ご
み
全
体
の
中
で
も
、焼
却
処
理
す
る

可
燃
ご
み
の
割
合
は
約
85
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、廃
棄
物
の
う
ち
、再
資
源
化
さ

れ
た
ご
み
の
量
の
割
合
を
示
す
本
市
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、平
成
29
年
度
が
25・

１
パ
ー
セ
ン
ト
で
、令
和
４
年
度
は
25・

２
パ
ー
セ
ン
ト
。宮
城
県
平
均
の
22・
８

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
は
高
い
も
の
の
、リ
サ

イ
ク
ル
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
軽
減

　

ご
み
の
分
別
は
、処
理
に
係
る
経
費

の
削
減
や
、環
境
の
保
護
に
つ
な
が
る

身
近
で
効
果
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
ご
み
の
処
理
費
は
約

４
億
円
。排
出
量
に
比
例
し
て
増
減
し

ま
す
。ご
み
の
出
し
方
を
工
夫
し
て
可

燃
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、ご
み
袋
購

入
費
や
処
理
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。資
源
ご
み
で
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
ア
ル
ミ
缶
、紙
類
、布
類
な
ど
は
、

集
め
た
後
に
売
却
す
る
の
で
市
の
財
源

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、金
属
類
や
小
型
家
電
な
ど
を

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
と
、収
集
車
や

処
理
施
設
の
故
障
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、分
別
す
る
こ
と
に
よ
り

修
繕
費
な
ど
の
経
費
を
抑
え
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、焼
却
処
理
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
少
な
く
な

る
の
で
、環
境
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

　　

資
源
循
環
型
の
持
続
可
能
な
社
会
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、一
人
一
人
が
リ
サ

イ
ク
ル
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。こ
の
機
会
に
、ご
み

袋
の
中
身
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

人が生活する上で必ず発
生するごみ。そのうちの多
くを占める可燃ごみを減
らすことによって、私た
ちにとってさまざまなメ
リットがあります。

市公式LINEで確認市公式LINEで確認

←
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

半
澤 

裕ゆ
う

一い
ち 

管
理
係
長

赤
沼
婦
人
部 

部
長　
　

　

飯
塚 

信の
ぶ

子こ 

さ
ん　

リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を
高
め

資
源
ご
み
の
分
別
を

資
源
ご
み
の
回
収
を
進
め

地
域
の
環
境
を
守
り
た
い

Interview ゴミ収集の現場から

プラ製品リサイクルプラ製品リサイクル 紙や布類を分ける紙や布類を分ける

小型家電をリサイクル小型家電をリサイクル 生ごみの減量生ごみの減量

ごみの減量にチャレンジ！ごみの減量にチャレンジ！

▶ ＝ ☎
▶ ＝ ☎

03 2024.6
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ともに登米市を支える仲間を募集します

市公式ホームページ「職員採用情報」からダウンロードできます
封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、次の２点を同封

してください➊宛先を明記した返信用封筒（Ａ４版が入る大きさに120円切手を貼付
したもの）➋連絡先（電話番号）を明記した任意の用紙

迫庁舎２階人事課または各総合支所市民課で配布します
総務部人事課（人事研修係）　☎ 0220（22）2145

　国は、賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負
担を緩和するため、デフレ脱却の一時的な措置として、令
和６年度分個人住民税からの定額減税を実施します。

前年の合計所得金額が1805万円以下の個人住民
税所得割の納税義務者

本人、配偶者を含む扶養親族１人につき１万円
▶給与所得に係る特別徴収の人＝６月分は徴

収されず、定額減税「後」の税額が７月分から翌年の５月
分の11カ月に均

なら

されます▶普通徴収の人（事業所得者等）
＝定額減税「前」の税額を基に算出された第一期分の税額
から控除され、控除しきれない場合は、第二期分以降の税
額から順次控除されます▶公的年金等に係る所得に係る

特別徴収の人＝定額減税「前」の税額を基に算出された10
月分の特別徴収税額から控除され、控除しきれない場合
は、12月分以降の特別徴収税額から、順次控除されます

➊減税額は、納税通知書または特別徴収税額通
知書に記載されます➋定額減税は、全ての控除がされた
後の所得割額から減税されます➌減税しきれない場合は
給付金（調整給付）が支給されます
※詳細は、市公式ホームページで随時更新します

▶減税に関すること＝総務部税務課（市民
税係）☎ 0220（22）2163
▶給付金（調整給付）に関すること＝福祉事務所生活福祉
課（福祉総務係）☎ 0220（58）5552
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林
道「
登
米
東
和
線
」は
、登
米

町
上
羽
沢
地
区
の
県
道
志
津
川
登

米
線
と
東
和
町
朝
田
貫
地
区
の
国

道
３
９
８
号
を
結
ぶ
林
道
で
、県

が
事
業
主
体
と
し
て
平
成
21
年
に

着
手
し
、工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、工
事
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、県
か
ら
市
に
引
き
渡

さ
れ
、４
月
26
日
に
開
通
式
典
を

開
催
。開
通
式
で
は
、来
賓
や
関
係

者
が
見
守
る
中
、関
係
団
体
な
ど

の
代
表
者
が
地
元
産
木
材
を
ウ
ッ

ド
カ
ッ
ト
し
て
林
道
の
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

　

当
路
線
の
完
成
に
よ
っ
て
、木

材
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
が
可

能
と
な
り
、積
極
的
な
森
林
施
業

の
促
進
に
つ
な
が
る
ほ
か
、北
上

川
沿
い
の
県
道
が
冠
水
し
た
場
合

の
迂
回
路
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
ま
す
。ま
た
、林
道
の
途
中
に

あ
る
登
米
森
林
公
園
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
改
善
さ
れ
、森
林
の
多
目
的

利
用
の
推
進
に
つ
な
が
る
な
ど
、

地
域
林
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
事
業
箇
所
＝
登
米
町
上
羽
沢
〜

東
和
町
朝
田
貫
地
区

▼
延
長
＝
４
３
６
９
・
２
５
メ
ー

ト
ル

▼
幅
員
＝
５
・
０
メ
ー
ト
ル

▼
事
業
着
手
年
度
＝
平
成
21
年
度

▼
事
業
完
成
年
度
＝
令
和
５
年
度

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、全

国
一
斉
に
水
道
週
間
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
ま
す
。第
66
回
水
道

週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
た
い
せ

つ
に 

み
ず
は
み
ん
な
の 
た
か
ら

も
の
」。水
道
は
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。市

は「
水
」「
水
道
」へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、き
れ
い
な
水
と
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
事
業
に

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

水
道
に
関
す
る
標
語
や
作
文
を

通
じ
て
、水
資
源
の
大
切
さ
を
多

く
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、作
品
を
募
集
し
ま
す
。

➊
標
語
➋
作
文
➌
図

画
➍
習
字

➊
制
限
な
し
➋
➌
小
中

学
生
➍
小
学
生

➊
➋
➌
水
道
に
関
す
る
も

の
➍
小
学
１
〜
３
年
生
＝「
み
ず
」、

小
学
４
〜
６
年
生
＝「
水
道
週
間
」

➊
は
が
き
１
枚
に
１
点

➋
小
学
１
〜
３
年
生
＝
８
０
０

字
以
上
、小
学
４
〜
６
年
生
＝

１
２
０
０
字
以
上
、中
学
生
＝

１
６
０
０
字
以
上

➌
画
用
紙
４
ツ
切
判（
54
㌢
×
38

㌢
）➍
半
紙

６
月
７
日（
金
）必
着

上
下

水
道
部
経
営
総
務
課（
経
営
管
理

係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
町

寺
池
目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

６
月
３
日（
月
）午
後
３
時

〜
４
時
30
分（
雨
天
中
止
）

河
川
の
清
掃

登
米
大
橋
か
ら
下
り

松
取
水
塔
ま
で水

辺
プ
ラ
ザ
船
着
場

（
登
米
町
寺
池
中
町
地
内
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

※
作
業
着
な
ど
、汚
れ
て
も
い
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

上
下
水
道
部
水
道

施
設
課（
水
道
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

６
月
７
日（
金
）午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30
分

登
米
市
管
工
事
業
協
同
組

合
駐
車
場（
登
米
町
寺
池
目
子
待

井
74
番
地
３
）

登
米
市
管
工
事
業

協
同
組
合

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
９
１
１

め ぐ み
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うわぬま元気
プロジェクト！

安心して暮らせる
元気なふるさとに

Ⅲ

　

総
合
計
画
は
、行
政
運
営
の
指

針
と
な
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
最
上

位
計
画
で
す
。現
行
の
総
合
計
画

が
令
和
７
年
度
で
終
期
を
迎
え
る

た
め
、市
で
は
、８
年
度
か
ら
10
年

間
の
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
23
日
、登
米
市
総
合
計
画

審
議
会
が
迫
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、市
長
が
審
議
会
に
対
し
、策
定

に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　

今
後
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん

や
審
議
会
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、令
和
７
年
度
中
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

松
尾
芭
蕉
が「
お
く
の
ほ
そ
道
」

を
旅
し
た
３
３
５
年
前
と
同
じ
日

の
６
月
27
日
に
、登
米
市
で
の
芭

蕉
の
足
跡
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。

６
月
27
日（
木
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分

市
役
所
登
米
庁
舎

北
上
可
動
堰せ

き

、柳
津
虚

空
蔵
尊
、芭
蕉
翁
一
宿
之
碑
、嶺
鍛

冶
屋
峠
、お
鶴
明
神
、鏡
石
の
碑
、

弥
勒
寺

「
お
く
の
ほ
そ
道
」案
内

人
協
議
会
登
米
支
部
／
酒
井
哲て

つ

雄お

氏

無
料

※
昼
食
の
予
約
を
希
望
す
る
場
合

は
千
円
負
担登

米
市
民

６
月
14
日（
金
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

た け ひ こ し ん や
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買い物や通院など、住民の日常生活を支えるデマンド型乗合タ
クシーの出発を、地域の皆さんが笑顔で見送りました。

　「デマンド型乗合タクシー実証運行事業出発式」（米
谷地域づくり推進協議会主催）が４月１日、東和町米谷
地区で行われました。
　市では、よりきめ細やかで住民に優しい地域内交通
手段として、デマンド型乗合タクシーの運行を推進し
ています。今回、市内で５カ所目となる東和町米谷地区
において実証運行を開始。利用者は自宅から地域内の
医療機関や公共機関、商店などまで自由度が高い移動
が可能です。佐藤幸

ゆき

子
こ

さん＝東和町米谷６区＝は「これ
まではバスで通院していましたが、自宅まで送迎して
もらえるのは助かるし安心ですね」と話していました。

夜は午後９時までライトアップしています。園内施設見学も可
能ですので、詳しくは東北新生園ホームページをご覧ください。

　本年、開園85年を迎える国立療養所東北新生園に、亡
くなった入所者をしのぶ慰霊塔「三重の塔」が建てら
れ、４月１日に一般公開されました。
　塔は、高さ約12㍍の木造建築で、建物内には物故者名
簿が納められています。園内の高台には、遺族に引き取
られない遺骨を納めている納骨堂がありますが、高齢
の入所者や一般参拝者も参ることができるようにと、
新たな塔は市道沿いに建築されました。入所者自治会
長の久保瑛

えい

二
じ

さん（91）は「若い世代に、ハンセン病につ
いての正しい理解と、国の誤った政策で苦しんだ人達
がいたことを伝えたい」と塔に思いを託しました。

交通事故による犠牲者を出さないようにとの決意を胸に、市内
各地へ向けて、白バイやパトカーが出動しました。

　「春の交通安全運動市民大会」が４月６日、登米総合
体育館で開かれ、交通安全関係機関や団体から約300人
が参加しました。
　大会では、上野勝

かつ

昭
あ き

登米警察署長が「県内の交通死亡
事故の件数が増加しています。事故を抑止するため、協
力をお願いしたい」と述べました。その後、宮城県警察
音楽隊・カラーガード隊による演奏が披露され、参加者
は交通安全運動への機運を高めました。登米地区交通
安全協会会長の岸浪光

みつ

彦
ひ こ

さん=豊里町保手=は「新生活
で、人の移動も活発になる。普段の生活から交通安全を
意識するよう声がけしていきたい」と話しました。



今月のホットライン
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緊張の面持ちで入場した新入生たちでしたが、担任の先生が一
人一人の名前を呼ぶと、元気よく返事をしていました。

や

　津山小学校（佐藤善
よし

威
た け

校長、児童数80人）入学式が４
月８日に行われました。
　津山地域の学校再編により令和５年４月に開校した
津山小は、校舎の改修が完了したことにより、本年度、
旧横山小学校から旧柳津小学校へ移転。内装に登米市
産材を使用し、明るく木のぬくもりが感じられる教育
環境が整備されました。入学式では、６人の新１年生が
出席。佐藤校長が「夢や目標に向かって頑張ってくださ
い」と歓迎の言葉を送りました。保護者の皆さんは「少
ない人数ですが、友達と仲良く、伸び伸びと学校生活を
楽しんでほしい」と話していました。

テニスコートは、スポーツ振興くじの助成を受けて整備。使用申
請は米山教育事務所まで。☎0220（55）2113

　「米山テニスコートオープニングセレモニー」が４月
13日、米山中学校東側に整備した同テニスコートで行
われました。
　テニスコートは、米山地区の小学校や公共施設など
を集約する米山地区公共施設複合化整備事業の実施に
伴い、米山農村環境改善センターのテニスコートが廃
止されることから新たに整備。セレモニーでは、米山中
ソフトテニス部によるエキシビジョンマッチが催さ
れ、完成に花を添えました。同部に所属する津花真

ま

央
お

さ
ん＝米山中３年＝は「新しいコートでプレーするのが楽
しみ。大会で良い成績を残したいです」と話しました。

競技として走る人、食を楽しむ人、仮装で盛り上げる人など、来
場者はさまざまな楽しみ方でイベントを満喫しました。

　「東北風土マラソン2024」（同実行委員会主催）は４月
21日、長沼フートピアトヨテツの丘公園で開催され、ハ
ーフマラソン、親子ラン、キッズランの３種目に、県内
外から1,597人が出場しました。
　今大会の仮装テーマは「スポーツの祭典」。出場者は、
オリンピックや各種スポーツにちなんだ仮装や、アニ
メキャラクターなどのさまざまなコスチュームに身を
包み、来場者を楽しませました。
　ランナーたちは、コースに設置されたエイドステー
ションで、はっと汁や仙台牛カルビ、青森県産リンゴな
ど、東北の食を楽しみながら、春の長沼を駆けました。
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　登米市シティプロモーションサポーターNo. 4。登米油
麸丼の会会員番号２。みやぎマスター検定準１級。突出し
ていない微妙に「惜しい」ポジション、それが僕です。
　20代後半に地元登米町に戻ってきて、看板屋（屋外広告
業）を営んでいます。
　登米町は歴史と伝統だけでなく、B級グルメの油麸丼
や音楽フェスの森

し ん

波
ぱ

など、ユニークなカルチャーが育ま
れた観光拠点です。先輩たちの影響で多くを学び、地元の
魅力をさらに広めたいと考えています。有志で人力車を
再稼働させ、好評を得た経験もあります。最近は町内のイ
ベント情報をＳＮＳで発信するのが趣味です。
　看板屋という仕事は、お客様や作家さんの思いを形に
するお手伝いであって、決して僕自身が前面に出るもの
ではありませんが、予想もしないような面白い景色を眺
めることができるという醍

だ い

醐
ご

味
み

があります。そんな「おい
しい」ポジションにいることに感謝して、これからも日々
を楽しんでいきたいです。

★
住んでいた行政区が隣同士で、親の勧めで

結婚したんだ。
優しい人だと思ったよ。

★
なんでも嫌がらずやってくれる人だね。

いろいろなことに挑戦して、周りのた
めに頑張る人だから、みんなに慕われているね。

★
けんかしたことがないかな。

怒った顔を見たことがないね。どんな
ことでも知っていて、頼りになるの。

★
２人の孫の結婚式で、思いがけず２回

もハワイに行ったの。南国の見たことがない景
色を見ることができて、とても嬉しかったね。

★
お互い健康に気をつけて、家族と楽しい

時間を過ごせるようにしていきたいね。
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外遊びが大好きで元気
いっぱいな聖菜ちゃん。
お話も上手になりまし
た。楽しい思い出をた
くさん作ろうね。

毎日元気いっぱいで甘
えん坊の陽琉くん。こ
れからも沢山食べて、
おっきくなあれ。

末っ子長男の甘えん坊。
二人のお姉ちゃんが大
好きです。たくさん食
べて大きくなってね。

癒やし担当のぼく。
ねぇね、にぃにのま
ねっこで、日々たくま
しく成長中です。

　私の夢は、世界の人たちを笑顔にする国際看
護師になることです。
　ある日、ＳＮＳを通じて、世界には医療の行き
渡っていない地域があることを知りました。日
本の医療と開発途上国の医療とでは、医療行為
やサービスの内容が全然違うと感じました。私
は、そのような地域の人たちにも笑顔になって
もらうため、この職業に就きたいと思いました。
　そのために、家族、友達、先生など、さまざまな
人の意見を聞くことが大切だと考え、耳を傾け
るようにしています。さらに、学校の授業に加え
て家庭学習として毎日英語の勉強にも取り組ん
でいます。
　私は、国同士が争う戦争がなくなれば良いと
思います。どの国も手を取り合い、一人でも多く
の人を救う医療が発展し、みんなが素晴らしい
人生を送る未来を夢見ています。今後も、自分
にできることに全力で取り組み、夢に向かって
日々一歩ずつ前進していきたいと思います。
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◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊍

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

☎

　

ず
っ
と
健
康
で
い
る
た
め
に
、

口
の
健
康
は
と
て
も
大
切
で
す
。

か
め
な
い
食
品
が
増
え
、食
べ
こ

ぼ
し
や
む
せ
が
増
え
る
な
ど
加

齢
に
よ
る
口
腔
機
能
の
低
下
は

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」と
い
い
、

食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
り
、誤ご

嚥え
ん

性

肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
る
た
め
に
、次
の
ポ
イ

ン
ト
を
毎
日
の
習
慣
に
し
て
、健

康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
毎
日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
▼
よ
く

か
ん
で
食
べ
る
▼
口
腔
体
操
は
頬

を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
す
ぼ
め
る
。

舌
を
上
下
左
右
に
動
か
す
。「
パ
・

タ
・
カ
・
ラ
」と
大
き
な
声
で
発
音

す
る

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

り
、支
え
合
え
る
よ
う
に
応
援
す

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
５
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

東
和
総
合
支
所（
３
階
大

会
議
室
）20

人（
先
着
順
）
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◉
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
に
つ
い
て

ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー

ク
ル
な
ど６

月
12
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
や
出
産
、育
児
に
つ
い
て
、

助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

６
月
18
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

み
ん
な
で
話
し
、体
を
動
か
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

➊
６
月
４
日（
火
）➋
６
月

27
日（
木
）／
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分（
要
電
話
予
約
）

➊
み
ど
り
ご
園
➋
森
の
く

ま
さ
ん

➊
み

ど
り
ご
園

☎
０
８
０（
５
７
３
４
）２
５
６
８

➋
森
の
く
ま
さ
ん

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
１
０
５

◉
　
「
ま
ご
ま
ご
コ
ー
ス
」を
同
時
開

催
し
ま
す
。祖
父
母
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
入
浴（
実
技
）、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、孫
育
て

６
月
25
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　

地
域
で
育
児
の
手
助
け
が
で
き

る
人（
協
力
会
員
）が
、育
児
の
手

助
け
を
必
要
と
す
る
人（
利
用
会

員
）を
援
助
す
る
活
動
で
す
。

■
　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、

市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習
会

を
受
講
し
た
人

■

６
月
19
日（
水
）、10
月
16

日（
水
）、令
和
７
年
１
月
29
日

（
水
）／
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）無

料各
講
習
会
の
５
日
前

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いフ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉

６
月
４
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

５
月
28
日（
火
）

◉

６
月
５
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

５
月
29
日（
水
）

◉

６
月
３
日（
月
）

東
和
・
登
米
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

６
月
19
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

6
月
18
日（
火
）午
後

３
時

◉

６
月
28
日（
金
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分

６
月
21
日（
金
）

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８



14

　

市
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
が
、

生
活
訓
練
や
作
業
活
動
を
通
じ

て
、社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
て

る
よ
う
、市
内
２
カ
所
の
障
害
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

中
央
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー「
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
」で
は
、

毎
月
１
回
、セ
ン
タ
ー
内
で
自
主

作
品
の
販
売
会
を
開
催
。ク
ラ
フ

ト
バ
ッ
グ
や
小
物
入
れ
、メ
モ
帳
、

　

日
本
の
ラ
テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
音
楽

シ
ー
ン
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
ビ
ッ
ク
バ
ン

ド「
熱
帯
J
A
Z
Z
楽
団
」の
パ
ワ

フ
ル
な
リ
ズ
ム
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

８
月
17
日（
土
）午
後
５
時

30
分
開
演

水
の
里
ホ
ー
ル
・

A
bebisou

（
大
ホ
ー
ル
）

２
５
０
０
円
、高
校
生

以
下
１
５
０
０
円

※
全
席
指
定
前
売
り
・
宝
く
じ
助

成
に
よ
る
特
別
料
金
で
す

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

５
月
25
日（
土
）

水
の
里
ホ
ー
ル
・

A
bebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

　

市
民
バ
ス
停
留
所
へ
の
広
告
掲

載
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。広
告

塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

事
業
所
や
事
務
所
店
舗
な

ど
が
あ
る
個
人
や
法
人

➊
登
米
市
民
病
院

前（
５
枠
）➋
佐
沼
高
校
北（
３
枠
）

➌
佐
沼
高
校
正
門
前
上
り（
３
枠
）

➍
佐
沼
高
校
正
門
前
下
り（
１
枠
）

➎
登
米
総
合
産
業
高
校
前（
５
枠
）

➏
若
草
園（
２
枠
）

Ａ
１
版
以
内

令
和
７
年
３
月
ま
で

１
枠
月
額
５
千
円

随
時

郵
送
ま
た
は
持
参

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課
で
配
布
す
る
ほ

ス
ト
ラ
ッ
プ
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

5
月
28
日（
火
）、６
月
28

日（
金
）、７
月
26
日（
金
）、８
月
28

日（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

中
央
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー「
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
」

（
迫
町
佐
沼
字
錦
1
0
8
）

☎
0
2
2
0（
2
2
）0
2
2
2

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
0
2
2
0（
5
8
）5
5
5
2
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市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
市
が

差
し
押
さ
え
た
動
産
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

プ
ラ
モ
デ
ル
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア

期
間
せ
り
売
り

K
S
I
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン

５
月
31
日（
金
）

午
後
１
時
〜
６
月
17
日（
月
）午
後

11
時

６
月
24
日（
月
）午
後

１
時
〜
26
日（
水
）午
後
11
時

総
務
部
税
務
課

（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。➊

令
和
６
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
７
年
３

月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
➋
人
事

院
が
➊
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

６
月
14
日（
金
）〜
26

日（
水
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

※写真は売場イメージです

除草剤・殺虫剤
販売中‼

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

☎

か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に

「
バ
ス
停
留
所
広
告
掲
載
申
込
」と

記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
広
告
の
制
作
、設
置
、撤
去
費
用

は
広
告
主
負
担
で
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
交
通
・
交
流
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
２
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■

看
護
師
養
成
施
設

に
入
学
ま
た
は
在
学
し
、将
来
看

護
師
と
し
て
市
立
病
院
な
ど
に
勤

務
し
よ
う
と
す
る
人

６
人
程
度

月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で（
施
設
の
修
学
年
数
を
限
度
）

※
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、償

還
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す

■

看
護
師
奨
学
金
貸

付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

６
人
程
度

20
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
と
し
、

看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

※
償
還
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

■

２
人

郵
送
ま
た
は
持
参

書
類
お
よ
び
面
接

（
７
月
予
定
）６

月
28
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
下
田
中
25

☎ 

０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み

９
月
１
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
３
６
）

▼
法
定
資
格
な
ど
に

基
づ
き
当
該
資
格
に
係
る
業
務

に
従
事
し
た
期
間
が
５
年
か
つ

９
０
０
日
以
上
あ
る
人
▼
施
設
な

ど
に
お
い
て
介
護
保
険
法
に
よ
り

必
置
と
さ
れ
る
相
談
援
助
業
務

に
従
事
し
た
期
間
が
５
年
か
つ

９
０
０
日
以
上
あ
る
人

10
月
13
日（
日
）

仙
台
市
内（
予
定
）

６
月
３
日（
月
）〜
26

日（
水
）

※
詳
し
く
は
、宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は
県
長
寿
社
会
政
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２（
２
１
６
）５
８
３
２
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

効
果
的
な
歩
き
方
や
自
宅
で
で

き
る
運
動
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。１

回
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
。気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

６
月
６
日（
木
）、７
月
４

日（
木
）、８
月
１
日（
木
）、９
月

６
日（
金
）10
月
31
日（
木
）、12
月

12
日（
木
）、令
和
７
年
１
月
９
日

（
木
）、２
月
６
日（
木
）、３
月
６
日

（
木
）／
午
前
10
時
〜
11
時

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
セ
ン

ト
ラ
ル
コ
ー
ト

東
北
福
祉
大
学
／
佐
藤
敬た

か

広ひ
ろ

准
教
授

無
料35

人（
申
込
先
着
順
）

５
月
30
日（
木
）

※
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は

随
時
募
集
し
ま
す

※
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い　

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
保
健
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

東
日
本
放
送
主
催「
み
や
ぎ
ふ

る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」の
応
募
作
品

を
募
集
し
ま
す
。応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
し
ま
す
。

登
米
市
20
周
年
に

向
け
て

観
光
、物
産
、伝
統
、

人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米
市

の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未
発

表
の
作
品

本
編
30
秒

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体

６
月
28
日（
金
）

※
作
品
の
提
出
期
限
は
９
月
13
日

（
金
）

➊
氏
名（
団
体
は
団

体
名
と
代
表
者
）
➋
住
所
➌
電
話

番
号
➍
職
業
ま
た
は
学
校（
学
年
）

➎
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）➏
作

品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意
の
様

式
に
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰

属
し
ま
す

※
制
作
、編
集
・
加
工
の
費
用
は
、

全
て
応
募
者
負
担
と
な
り
ま
す総

務

部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

健
康
増
進
、夏
に
向
け
た
体
づ

く
り
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。関
節
に
不
安

の
あ
る
人
に
も
お
勧
め
で
す
。

➊
６
月
29
日（
土
）午
後
３

時
〜
４
時
➋
７
月
８
日（
月
）午
後

７
時
〜
８
時無

料各
回
20
人（
申
込
先

着
順
／
18
歳
以
上
の
人
な
ら
誰
で

も
応
募
で
き
ま
す
）

６
月
20
日（
木
）

※
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
、期
限

後
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す

登
米

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

　

盲
ろ
う
者（
目
と
耳
の
両
方
に

障
が
い
の
あ
る
人
）の
移
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
人
を
養
成
し
ま
す
。

県
内
に
居
住
し
、講
座

修
了
後
、盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

と
し
て
活
動
で
き
る
人

16
人
程
度

７
月
13
日（
土
）か
ら
11
月

16
日（
土
）ま
で
の
全
10
日
間

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
ほ
か

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
４
千
円

程
度（
授
業
料
無
料
）

６
月
３
日（
月
）

郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

死info@
m
im
isuppo-m

iyagi.
org



17 2024.6

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

㊍
～
㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊎
・
㊏

◉

➊ ➋ ☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

６
月
５
日（
水
）〜
７

月
５
日（
金
）７

月
11
日（
木
）

県
登
米
合
同
庁
舎

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

国
際
協
力
機
構（
Jジ
ャ

イ

カ

I
C
A
）

は
、開
発
途
上
国
で
現
地
の
人
た

ち
と
一
緒
に
生
活
を
し
な
が
ら
、

互
い
に
学
び
合
い
、人
づ
く
り
国

づ
く
り
に
参
加
で
き
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。７

月
１
日（
月
）

６
月
22
日（
土
）午
後
２

時
〜
４
時
／
仙
台
市
中
小
企
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー（
参
加
無
料
・
入
退

場
自
由
）

※
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
基
礎
的
な
事
務
処
理
技
能
の
習

得

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

15
人

７
月
23
日（
火
）〜
10

月
22
日（
火
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
１
丁
目
9
―
1
）

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
万
２
千
円（
授
業
料
無
料
）

覧
く
だ
さ
い

（
公
社
）青
年
海
外

協
力
協
会
J
O
C
A
東
北

☎
０
２
２
３（
３
６
）９
８
５
１

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
樹
木

の
葉
へ
の
食
害
の
ほ
か
、洗
濯
物

や
建
物
に
付
着
す
る
な
ど
の
問
題

を
起
こ
す
害
虫
で
す
。発
生
し
た

場
合
は
、樹
木
所
有
者
が
責
任
を

持
っ
て
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行
政
区
な
ど

で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る
場
合
、

無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み
や
動
力

噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。高
枝
切
り
ば
さ
み
は
、個
人
・

事
業
所
へ
も
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。借
り
た
い
場
合
は
、各
総
合
支

所
市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

0220-23-8688下田中53番地8
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
７
年

３
月
31
日
に
婚
姻
し
た
新
婚
世
帯

に
対
し
て
、住
宅
の
購
入
、賃
貸

住
宅
の
賃
借
、引
っ
越
し
の
際
に

要
し
た
費
用
な
ど
、新
生
活
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
必
要
な
費
用
を

支
援
し
ま
す
。

最
大
40
万
円

※
年
齢
や
婚
姻
日
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す

令
和
７
年
３
月
31
日

（
月
）

※
補
助
要
件
、対
象
経
費
な
ど
の

詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い福

祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
全
世

帯
へ
送
付
し
た「
登
米
市
燃
料
券
」

の
使
用
期
限
は
、５
月
31
日（
金
）

ま
で
で
す
。

　

不
在
な
ど
に
よ
り
受
け
取
り
が

で
き
な
か
っ
た
世
帯
の
燃
料
券

は
、地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
で
保

管
し
て
い
ま
す
。必
ず
事
前
に
連

絡
の
上
、来
庁
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日（
金
）

※
世
帯
主
以
外
で
も
受
け
取
り
可

能
で
す

平
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

令
和
７
年
３
月
の
中
学
校
、高
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人

申
し
込
み
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、新

た
な
人
材
確
保
に
向
け
た
求
人
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
迫

（
学
卒
担
当
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

６
月
23
日（
日
）か
ら
29
日（
土
）

は
、男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　

家
庭
や
職
場
、地
域
、学
校
な
ど

で
、お
互
い
を
尊
重
し
、共
に
支
え

合
う
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

６
月
１
日（
土
）か
ら
10
日（
月
）

は「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
」で
す
。電
波
の
混

信
・
妨
害
に
つ
い
て
は
、東
北
総
合

通
信
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
省
東
北
総
合

通
信
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）０
６
４
１

　

登
米
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ

せ
て
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
、体

罰
、名
誉
毀き

損そ
ん

な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

６
月
３
日（
月
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

登
米
総
合
支
所・南
方
公
民

館・中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　保険料を納め忘れたまま、障がいや死亡といっ
た不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族
基礎年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由などで国民年金保険料の納付が困
難な場合には、「保険料免除制度」や「納付猶予制度
（50歳未満）」がありますので、市役所各総合支所市
民課窓口で手続きをしてください。
　令和６年度分（令和６年７月分から７年６月分
まで）の免除などの申請は、７月１日から受け付け
ます。

　また、申請がさかのぼれる期間は、申請日の２年
１カ月前の月分までになります。未納期間がある
場合は、ご相談ください。
　加えて、日本年金機構では、20歳に到達したこと
で国民年金に初めて加入する人に対し、国民年金
制度の内容やメリット、保険料の納付方法などを
説明した動画をご案内しています。詳しくは、日本
年金機構のホームページをご覧ください。

▶ねんきん加入者ダイヤル
☎ 0570（003）004
▶市民生活部国保年金課（年金医療係）
☎ 0220（58）2166
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☎ ☎ ☎ ☎

多賀城市で多数の高校生が犠牲となった事故から19年が経
過します。飲酒運転は犯罪です。

「飲酒運転 しない させない 許さない」

（令和６年４月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 21件 32件 ▲11件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 25人 38人 ▲13件

物損事故
発生件数 397件 390件 7件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和６年４月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,669 9,322 9,759 19,081 （▲1）

登米 1,737 2,061 2,256 4,317 （▲4）

東和 2,211 2,684 2,719 5,403 （▲9）

中田 5,270 7,263 7,456 14,719 （▲31）

豊里 2,159 2,980 3,044 6,024 （▲20）

米山 2,798 4,018 4,096 8,114 （▲42）

石越 1,491 2,126 2,114 4,240 （▲4）

南方 2,721 3,859 4,040 7,899 （▲13）

津山 1,110 1,338 1,487 2,825 （▲8）

合計 27,166 35,651 36,971 72,622 （▲132）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

無
料

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
で
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
11
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
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所

６
月
10
日（
月
）
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P
O
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人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ
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６
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豊
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➋
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）
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障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

６
月
25
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
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）
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ご
寄
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い
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だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
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３
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●
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／
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イ
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０
０
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／
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Ｄ
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膚
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／
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０
２
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／
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ボ
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台
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（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
取
材
。

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

が
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
の

家
に
は
こ
ど
も
た
ち
が
幼
い
頃

に
使
っ
て
い
た
大
量
の
お
も

ち
ゃ
が
。思
い
出
が
消
え
る
よ

う
で
寂
し
い
と
言
い
訳
し
て
放

置
し
て
い
ま
し
た
が
、つ
い
に

重
い
腰
を
上
げ
る
と
き
が
来
た

よ
う
で
す
。（
高
橋
）

▼
東
北
新
生
園
内
に
は
市
道
が

通
っ
て
い
ま
す
。全
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
で
こ
の
よ
う
に

開
か
れ
て
い
る
施
設
は
ま
れ

で
、昔
か
ら
地
域
交
流
が
盛
ん

だ
っ
た
そ
う
。現
在
、入
所
者
の

平
均
年
齢
は
約
90
歳
。取
材
を

通
し
、こ
の
歴
史
と
教
訓
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。（
渡
邊
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
。東
北

風
土
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
披
露
さ
れ
た
シ
ョ
ー
と

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
を
拝
見
し

ま
し
た
。最
初
は「
え
〜
？
」と

構
え
る
お
客
さ
ん
も
、不
思
議

な
現
象
の
数
々
に「
え
〜
‼
」と

驚
き
、笑
顔
に
。マ
ジ
ッ
ク
で
心

を
通
わ
せ
、楽
し
い
1
日
の
思

い
出
に
彩
り
を
添
え
る
プ
ロ
の

技
に
感
服
し
ま
し
た
。（
添
田
）

　「地方にはマジックを直接見たことがない人が
たくさんいます。そんな人たちが、マジックを体感
して驚いたり喜んでくれたりすることが、一番の
やりがいなんです」と、はにかみながら語る。
　マジシャンハムスターさんとマジックの出会い
は、今から20年前の社会人の時。仕事やコミュニ
ケーションに生かしたいと、マジックを学ぶ会に
参加し、「これは自分に合っている」と直感。10年
後、前職を辞めてマジシャンとして本格的に活動
することを決意した。
　最初は、飲食店の客席などでお客さんと対面で
披露するマジックを主としていたが、新型コロナ
ウイルス感染症の流行により、テーブルマジック
はご法度に。「このままではだめだ」と、屋外でもで

きるマジックを練習し、マルシェなどのイベント
にも飛び込みで出演。その結果、見た人の口コミで
出演の依頼が来るようになり、活動の幅が大きく
広がった。
　地元で開かれた同窓会をきっかけに、昨年の秋
に初めて登米市でマジックを披露。「生まれ育った
故郷に恩返ししたい」と、市内での公演数を増やし
て活動するようになった。
　「マジックにはタネや仕掛けがあるけれど、そ
れ以上に大事な『お客様の笑顔』がある。だからマ
ジックはやめられない」。おやじギャグを交えなが
ら、本格的なマジックを披露する、親しみやすい
「おじシャン」は、今日もどこかで驚きと笑顔を生
み出している。

Profi le
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